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被服材料の動摩擦係数の研究（第１報）

被服材料の動摩擦係数測定装置の試作
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被服材料の動摩擦係数の研究に用いる測定装置の

2. 振子を用いた振動系へ試料を配置し，振動の減衰
傾向を示す記録から，試料の動摩擦係数を測定する。
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第 １回目に右端から左端へ振動する式
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第１回目に左端から右端へ振動する式

なお，装置は(1) 振 子を用いる振動機構

②試料の摩擦部分

図ストレーングージを用いる記録部分

から成る。

3. 測定結果の再現性は良好であり，測定条件を変え

た場合にも使用できる研究装置であると考えられる。


